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　授業は次の順序となる。
　（1）　To　be　learnt　by　Sight　and　by　Heart．
　教師は左側にThe　teacherとある小さい活字の部分What　is　that？を
読む。生徒は右側の大きな活字の同文を見ながら，すぐ教師のあとについてWhat
is　that？と読む。同様に（教師）net→（生徒）net，anet→anet…，
That　is　a　pen．→That　is　a　pen．　をくbかえし練習する。この間に，
それぞれの文などの意味は教師が生徒に説明する。生徒は教師の説明を聞いて，そ
の意味がわかればよい。教師は生徒にわざわざ日本語に“訳す”ことをさせないで
よい。意味がわかれば，正しい発音でくりかえし練習する。
　次に，その下の（1）The　teacher．　The　student。，（2）The　student．
The　teacher．に移る。ここでは先ず，教師が質問したb，文を言ったbし，生
徒がそれに答えたb，くbかえしたりする。次にそれを交替して行なう。時間の許
す限b，これを口頭で何回となくくbかえす。ここでは絵を利用して．s文を見ずに，
会話として言えるまで練習することになろう。
　（2）　To　be　read　across．
　この部分は，発音練習だけのためのものである。意味をつけなくてよい。
　（3）　Slate　work．
　石板（又は紙）に，これをまねて書く練習をする。
　（4）　To　be　named．
　アルファベットの文字の発音練習。ごく初歩の段階のみこの部分が設けられてい
る。
以上第5課はまだ初歩段階であるので，Dictationの項はないが，　Slate
wo　rkがほぼ自由にできる様になった頃から，教師の読み上げる文を書き取る練習
が行なわれる。
　この様な授業は，今日では当然の事と思われる点が多いが，明治20年代の授業
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としては画期的なものであった。特に対話を重視し，翻訳を避け，反復練習に多く
の時間をかけ，英語で自然な問答が身につく様に工夫されていることは注目すぺき
ことである。初歩の段階から聞き話すことを基本とし，読み書くことも加えて，4
技能を伸ばそうとするものである。この様な方法によれば，Thinking　in　En－
glishの習性が身につき，やがて複雑な長文をも，特に翻訳せずに理解できるよ
うになると考えられた。
　対話中心の形式は巻一（52課，138頁），巻二（38課，168頁）を通じて
貫かれた方針である。巻二の最終レッスンでは
　Do　you　have　to　pay　more　for　a　sole　than　for　a　salmon？
　　Yes，　provided　they　are　of　the　same　size．
　How　far　is　it　to　the　亘ake　by　the　short　cut　over　the　hills？
　　Alittle　less　than　twomiles．
などの対話も行われるまでになる。
　新単語は，巻二までは各頁の下に綴り字を示し，更にWebster式で発音を示
したものを並べて置いている。
　恐らく，この教科書全5冊のうち，最も工夫され，力が注がれたのが，巻一，巻
二であったと思われる。Introductory　Remarksは，此の最初の二巻のため
に書かれたと言ってもよいであろう。外山は，初学者に外国の読本を使用させる事
に反対したのであって，やX進んだ生徒には，外国の読本でもよいとしていること
は，すでに引用したIntroductory　Remarksでも明らかである。彼自身，後
に述ぺる「英語教授法」（明治30年）の中で「教課書は，最初は文部省正則読本
の一二の如き者を用い，是れに依て充分訓練を為し，単句単文は音読而巳にて生徒
に解る様に教へ込むべし。斯くて簡単なる重文複文迄は，斯様に力の附きたる上に
於て，始めて“First　Primer”又は「ナショナル」の第一位の所に移るべLS6）
と述ぺている。彼は続いて，一度意味がわかったら，音読と会話で訓練し，教師が
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音読するのを聞くだけで生徒に意味がわかる様にすれば，訳読という作業は上級に
なるほど必要が無くなる，として正則法の意義を強調している。
2，巻三～巻五について
　巻一，巻二を終えた後，外国の教科書に移ってもよいとしたことはすでに述べた
通bであるが，そのままこのシリーズで巻三から巻五までを学ぶ道を設けたことは
当然である。
　巻三以上には，巻一巻二のTo　be　learnt　by　Sight　and　by　Heart
に代ってCONVERSATIONが登場する。構成は，読み物の部分と，その内容
についての会話を，読み物の後に，時にはその前と後の両方に配した形をとってい
る。次に，巻三の第4課と第5課をあげてみよう。
4　　　　　　　　　’VβST」IIRD　RSADEn．
　　　　　　LESSO削　IV．
　　　　　　　8τomf．
　　　　　　S田肌0飼KO，9
　Shiba　Onko　was　wise　fi’om　his　youしh　up－
wavds・　One　day，　when　he｛u且d　sonLe　oしher
boys　were　pbying　in　島gaじden脚one　of↓he
。mmber　｛bn　into　｛L　l“rge　jar　ful1－of　water．
V蹴ious　m帆ns　of　rescue　were　tried，　but
藍しiled．　tl’tt¢11　Shiba　Onko　h耽on　the　Ph巳10f
breaking吐he　jav　by　means　of“big　stone．
’rhus　a　hote　was　made　il），iいhe　sva　tev　rし1shed
out，　a肋d　しhe　Poor　boy　was　s“ved　fvorp
dfOwning．
　　　　盟」：，’「alRρttEADEn．・　　　　　5
　　　　　　LESSO瞠・V，
　　　　　　CONvnR8“‘ON．
Tcacゐ¢r．　Wh凸しwas　Sbibo　Onk61iko？
PltPゴ乙　　Ho　wos　wisa飾om　bi3　youしh　upw巳じd8，
Te‘‘cゐ飢　Y「hat　happened　ono　daア，　wbea　he　und
　　80me　oしhee　boy5　werO　P亘aying　i旦＆gavden？
・Pゆゴ乙　Ono　ofヒh巳nnmber　fe聖且iniX》巳lorgo　jar　fu！1
　　0εwater．
lb“‘轟e，・　Didしho　oしher8し1’Yめrescuo　hi皿？
P・卯‘8・Y・・；　th・y　t・i・d…i…一・。f，，、c鴫
　　buし‘旦i亘ed　in匹n　O‘theIn，
　　’
fセacゐer・　What　p畳晒n　did　Shib几Onkδhit　on？
Ptt？i～・　　On止hat　of　breaking　tho　jat　by　means　of　a
　　big昌tono．
姓αcA飢Whaしgeod　did　tbis　do？
P8｛1）i’．　　1し　mado　IL　bolo　ia　tbe　jarr　th6　　water
　　rushed　out，　and　tho　pooτboy　w自85島ved　Iセo【ロ
　　drowning‘
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　第4課は司馬温公の話で，第5課は前課の内容についての会話である。これを見
ると，後のパーマー（H．E．Palmer，1877－1949）の授業に似たものを
感じる。しかし，ここでの会話はパーマのConventional　Conversation
（定型会話）ではない。従って，自然で自由な趣がある。問いと答は文字に印刷さ
れているから，教室で単に教師の問いに生徒が答える作業で消える事無く，この文
字をモデルとして，教室外でも反復自習し，暗記できる利点もある。この巻三
（155課，177頁）には，上記，中国の司馬温公の話のほか孔子，孟子など，日
本では，徳川家康と豊臣秀吉，徳川頼宣，北条泰時，塙保己一，伊藤仁斎などが登
場する。シーザーやニェートン，シンデレラや赤ずきん，イソップ物語なども出て
くる。‘Twink旦e，Twinkle，Little　Star’やワーズワスの詩‘To・The
Cuckoo’も入っている。一般に道徳的物語が多く，教訓に満ちている。
　巻四（95課，177頁）も，読み物の課の前後にCONVERSATIONの課を置
いて，物語の内容について豊富な会話を練習することは巻三と同じである。巻三に
かなり多く中国や日本の話を扱ったのに対し，巻四では西欧の入物を多く教材とし
ている。ナポレオン，リンカーン，ピヨートル大帝などのほか，英国では，Edward
皿，Cromwell，　Charles　L　George　mや，（｝eneral　Wo　1　fe，　Willi　am
Pittも出てくる。William　Tellの話やSirWalterScottの詩は，
愛国心を鼓舞するものである。Scottの詩とはThe　Lay　of　the　Last　Mi　n－
stre1（1805），　Canto　Sixth，1のBreathes　there　theman，
with　soul　so　dead，／Who　never　to　himself　hath　said，／This
ismy　own，my　native　land！で始まる16行である。最後の91課から
95課までは0・Th・P・・gress　Of　Ci・ili・ati・・1。　Eu，。P。B。tween
The　Years　1686　And　1845．となっている。
　巻五（64課，238頁）は，各課にCONVERSAT　IONを配していることは
他の巻と同じであるが，シリーズの最終巻として，2つの物語だけを教材にしてい
一9一
る点が特徴である。物語の1つはArabian　NightsのAli　Baba　and　the
Forty　Thieves（41課，147頁）で，他の1つはLambのTales　from
ShakespeareからのKing　Lear（23課，91頁）である。シリーズ最後の
一巻全部を2つだけの物語で埋めたことは，次には1冊の英書を読み通すことへの
基礎を身につけさせることを編者が意図していたものと思われる。
3，外山正一の「英語教授法」
　画期的な英語教科書，正則文部省英語読本は，前述の通り，明治22年から明治
23年にかけて出版されたが，その普及は期待したほどではなかったようである。
又，たとえ採用されたとしても，その使用法は，必ずしも巻一のIntroductory
Remarksに示したものに従ってはいなかったと思われる。（7）出版から7，8年
経った明治30年（189．7）に，外山は「英語教授法」（大日本図書株式会社）を
著した。これは岡倉由三郎の「英語教育」（明治44年，博文館）と共に，明治期
にteける英語教育の2大名著とされている。外山は「英語教授法」の中で“文部省
正則英語読本”にっいて詳しく説明し，問答についても，文法の規則や英語の難点
等に如何に注意して配列し，反復練習出来る様に考慮したか具体的に例をあげてい
る（第二章）。この本で外山が明らかにしようとしたことは，本旨に於ては，正則
文部省英語読本巻一のIntroductory　Remarksに述べたものと同じで，これ
を更に詳しく解説したものとみることができる。この事は，明治30年になっても，
依然として外国製リーダーによる変則，訳読法一彼のいわゆる「ノンベンクラリ」
の教授法一は改良されていなかった事を示している。正則の授業を行える教師の
数が少かったことにもよるが，彼は教師の怠慢を指摘して次の様に言っている。
　　「其不適当なるにも拘はらず，外国製の読本の世に多く行はるIS，は，抑も如何な
る理由なるかと云ふに，斯かる読本に依て教授するは，生徒には不為なるも，教師
に取りては最も容易なるが為なり「ノンペンクラリ」の変則訳読的の授業法程，教
師の為に楽なる授葉法はあらざる妙。」（8）
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　彼は，「英国の児童は，仏語を学ぶ為には，仏人が仏国児童の為に作りたる読本
を用ひざるなb。亦，斯る仏国読本を模擬して作bたる仏文読本をも用ひざるなり。」⑨
と言い，外国語を学習するには，自分の国で独自に作b上げた訓練法を中心とする
教科書を使用しなければならないと主張した。
　「外国語の授業に於ては，教師は，舌を惜まず饒舌らざるべからず，手を惜まず
黒板を使用せざるべからず。同じ語句，同じ文章を，何度となく，云ふて聴かせ書
いて見せること必要なり。亦，生徒をして，耳と口と，眼と手とを，怠なく働かし
むる様に努めざるぺからず。されば，自国の児童の為に作りたる読本の如く，訓練
法に依らざる者は，外国児童に語学を教授する為の教課書として，最初よb使用す
るは，実に不適当の至りなり。」⑩
　また，正則的に外題語を教える方法を次のように述ぺている。
　「正則に外国語を教授せん為には，意味の極はめて覚え易き，極く簡単の文章に
就て，訓練的に会話及び音読に依て，耳よりして印象を与へ，口をして屡々之を云
はしむべきなり，文章の意味を説明するは必要なり。然れども，一度其の意を会得
せしめたる時は，或は会話を為し，或は音読を為して，訓練的に何度となく正則の
繰返へしを為すこと必要なり。」⑪
　外山の言葉を借りれば，変則，訳読式授業は“凡庸の教師”が行う“楽なる授業
法”なのであった。彼自身，文科大学にk・ける授業法は「学生をして自ら考えて意
味を了解せしめることを目的とし教室では日本語の使用は許さなかった。」㈲そうで
ある。初歩の段階から積み上げたThinking　in　Englishを大学のレベルで実
践していたと考えられる。
　外山によれば，正則教授法で初学者を教育するには，外国製の教科書ではできな
い。それを実現する為の教科書が正則文部省英語読本であった。然し，外山の主張
を実現し得る教師は極めて少かったと言わねばならない。彼は，外国語教師の不完
全，教授法の不良，教科書の不適当を指摘し，その改良を叫びつつ，「英語教授法」
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を世に送ってわずか3年後，明治33年（1900）に病没した。52才であった。
　すでにヨーロッパでは，明治15年に相当する1882年，Wi　lhe　lm　Vi6tor
のDer　Sprachunterricht　Muss　Umkehren！によって外国語教育改革が
叫ばれ，以後，‘今日となっては格別の論でもない其論文が，端なく動機となって，
其以来は急に世間の入が，盛んに外国語教授法の事を筆にもし口にもするやうにな
った。’（岡倉由三郎「外国語最新教授法」附録，P．5，明治39年）という状態であ
った。外山の教科書編纂も，「英語教授法」の執筆も当然，西欧に誇ける此の様な
動きを十分理解した上で為されたものである。我が国でも識者の間に外国語教育改
革への関心は高く，外山の没した翌明治34年（1901），神田乃武（1857，安
政4－1923，大正12）によってスワン（H　oward　Swan）が高等商業学校
へ招聰され，彼によってGouin　Methodが我が国へ紹介されたのである。
4．寺田勇吉と神田乃武
　寺田勇吉（1853，嘉永6－1921，大正10）は，大学南校で鉱山学を修め，
一時は鉱山業に従事したこともあったが，ドイツ語に堪能で統計学にも詳しく，第
一高等学校等に教鞭をとb，永く文部省の要職に在った。外山正一とも親しく，外
山は明治30年（1897）「英語教授法」を著すと，寺田に一冊を贈り，意見を求
めた。寺田が外山の主張に全面的な賛意を示して書いたのが，「外山文学博士の新
著英語教授法に就きて」（「教育時論」第455号〔明治30年12月5日，開発社〕
所収）である。寺田は，ドイツ語教師としての経験から，外山の主張を単に英語だ
けでなく広く外国語一般に通じるものとして高く評価した。
　寺田は又，この中で，彼が明治23年，欧米に出張した際，「本邦に採用すべき
適当の外国語読本を選定し，之を購求すべき命を帯び」ていたことを明らかにして，
次の様に述べている。
　　「彼地に到るや，或は学校に，或は書律に，或は図書館に就きて，各種の読本を
経閲し，本邦に採用すべきものあるやを捜索せしに，彼国子弟の教科用書たるには
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極めて善良なるもの少からざりしと難も，本邦に採用すぺき教科用書に至ては，一
も之を発見すること能はず，否発見すること能はざりしにあらず，本邦に採用すべ
き適切のものに至ては，一も之なかりしなり。之に由て，外国教科用書は．一本も
之を購求せず，帰朝の後当路者に告くるに，此旨を以てし，本邦の教科用書は本邦
に於て，自ら之を編纂せざるぺからざるの議を建言せしことあり。」
　外国の教科書をそのまま自国に輸入して生徒の教科書として使うことの無益なこ
とは，寺田も外山も同意見であった。文部省が，正則文部省英語読本を出版しつつ
も，一方，依然として，外国語教育に適当な教科書を海外に求めていた事実は興味
あることである。国語の教科書さえ，自国の手で良いものが出来ないのに，日本入
が外国語の教科書など，出来る筈が無いというのが当時の「般的な考えであった。
　寺田は又，同じ文中で，「文部省正則英語読本の如き，善良なる教科書も，一般
に之を採用するに至らず，……」『 ﾆ述べて，この教科書を支持すると共に，外国教
科書による変則，訳読の傾向が改善されない事を歎いている。神田乃武は，これよ
り先，明治29年（1896）に，English　In　Midd　1e　Schoolsと題する英
廻の中で，崎山元吉の「ma教授割ωと共に，h。　M。mb。、h。　C。。versa＿
tional　Readersをあげ，このようなsimple　booksを使って初学者をド
リルすぺきである，と述べている。神田はその後，自ら英語教科書を編纂し，好評
を得たが，正則文部省英語読本にはこのように好意を持っていたのである。
　寺田勇吉や神田乃武の支持にもかかわらず，正則文部省英語読本ぼその時を得ず，
広く使用されるに至らなかった。寺田も神田も，次にふれるパーマーが来日する大
正11年（1922）の前年と翌年にそれぞれ世を去った。
5．H．E．パーマーのThe　Standard　English　Readers．
　パーマー（H．E．　Palmer，1877－1949）が，日本の英語教育改善を果そ
うと来日したのは，前述の通り，大正11年（1922）3月であった。彼は昭和2
年（1927）になって，英語読本，The　Standard　English　Readersを著
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した。発行所は文部省英語教授研究1所，発売元は開拓社であった。これはBook　I
からBook　Vまでの5巻本であったが，それぞれの巻にPart　IとPart　llの
2冊があったから，全部で10冊の教科書シリLズであった。詳しい内容について
はここでは省略するが，特に，見逃すことが出来ないのは，そのBook　I（Part
I）のIntroductionである。パーマーは，そこに次の様に記している。
　　The　purposes　to　be　served　by　this‘‘Reader　for
：Beginners，，　are　　very　　similar　to　　those　　of　the
“‘ lombusho　Conversational　Readers．　Book　Iノ’
・published　oMcially　in　the　year　1889．　The　advice
：given　by　the　compilers　of　the　latter　book　is　just　as
：sound　to－day　as　it　was　36　years　ago．　It　is　as　necessary
．as　ever　for　teaヒhers　to　be　warned　against　the　evi1
・results　of　the　hensoku　system，　and　as　n．ecessary　as
．ever　for　them　to　be　urged　to　make　their　pupils
’‘‘ sJtin　lc　in　1≡7nglislb．，，　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　As’that　portion　of　the　I　ntroductory　Remarks
’．coming　under　the　heading　of‘‘Objecヒof　the　Present
層Work”cannot　be　impr6ved　on　in　point　either　of
・clearness，　conciseness　or　pedagogic　soundness，　I　here
・v，enture　to　reproduce　it　integrally：一
　かくして，36年前，正則文部省英語読本，巻一の巻頭にかかげられ，しかも，
その後，あまりかえり見られることのなかったIntroductory　Remarksの1．
Object　of　the　Present　Wbrk（PP．3～4参照）は・その一字一句も改変
されることなく，パーマーによって，彼の教科書のIntroductionにそのまま引
用されたのである。
パーマーの立場からすれば，この引用自体，改善の進まぬ日本の英語教育へ痛烈な
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批判の一馨を加えることを意味していたであろう。パーマーがthe　compilers
と言った時，彼はそれが外山正一とチェンバレンであることを，知っていたのであ
ろうか。それは今，知る由もない。然し，外山，チェンバレン，二人の英語教育の
主張は，長い時を隔てて，パーマNこ引き継がれて行ったことは確かである。
　正則文部省英語読本は，我国の英語教育の流れの中で，一つの原点と考えてよい
であろう。
〔付記〕　本稿を作成するにあたって，慶応義塾大学教授高梨健吉先生から，御所
蔵の正則文部省英語読本巻四および巻五をお貸しいただき，又同書の所在等につき
種々御教示いただきました。厚く御礼申し上げます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（註）
（1）学習院大学図書館所蔵本による。「英語教育史資料第3巻」（昭和55年，
　東京法令出版）P．230に，発行年月日を，明22，11，15　としてあるが，学
　習院本は，Nα1（巻一）は「明治二十二年一月廿四日　出版　文部省編輯局蔵版」
　となって澄り，頁数は306P．あって，後に出る巻一，巻二を合せたものとなっ
　ている。どの様な理由で学習院本の様なNα1が出来，又，後にNα1とNa　2に分割
　されたのか，現在のところ不明である。
（2）　「英語教育史資料　第5巻」P．130「正則文部省英語読本』の項
（3）全上，同項，大日本図書株式会社の広告文
（4）巻四，P．67　の会話に
　　Teacんeγ．　What　has　become　of　your　brother　since　he
　　　　　　graduated　？
　　PupiL・　He　has　gone　as　assistant　engineβr　to　a　coa1－
　　　　　mine　inYezo．
　とあり，北海道の炭鉱や冬の気候について10数行の対話がある。
（5）　「S山存稿」（昭和58年，湘南堂書店，原本明治42年，丸善）前編　下
　教育論策，P・10，　P．175・な澄，「正則文部省英語読本」が正式名称である
　が，英語名がThe　MombushδConversational　Readersとなっている
　ためか，時に「文部省正則〔英語〕読本」と呼ばれることがある。外山正一も両
　方の名称を使用している。
（6）　「Σ山存稿」前篇　　F，P．200（同書PP．158－209に「英語教授法」
　を収めている。本稿引用はこれによる。「英語教育史資料第2巻」第1編，第3
　章（PP．63－84）所収のものは片仮名を用いている。）
（7）　「英語教育史資料　第3巻」P．85「文部省正則英語読本」の項に，明治29
　年4月に高等師範学校附属中学校に入った神保格が，矢田部良吉先生から，この
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　教科書で英語を教えられたが，「矢田部先生の教へ方はその教科書に主張する様
　なOral　exerciseから入る等の方法でなくして，普通の訳読法であった様で
　ある。」とある。
（8）　「山N存稿」前篇，下，P．169
（9）全上，P．163
⑩全　上，P．164
aD全上，　P．167
a2）　「近代文学研究叢書　4」（昭和32年，昭和女子大学近代文学研究室）『外
　山正一」，P．203
a3）雑誌「太陽」（明治29年2月）所収。「英語教育史資料　第2巻」P．16
ω　崎山元吉「英語教授書」巻一，明治26年6月，東京崎山敏輔
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